

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■26 内　　 閣　　 制　　 論
不可ナシ。前述セル如ク政黛内閣ガ、決シテ憲政ノ常道ニハア
ラザルナリ。但非政蕪内閣ハ、議會ノ妨害ヲ受クル憂ナキニア
ラズト錐ヘドモ、之二封シテハ、不裁可及解散ノ奏請ヲ、武器
トシテ戦フノ勇断ト耐久ノ畳悟アレバ可ナリ。吾人ガ、近時ノ
内閣員二傑キタラザルハ、遠大ノ経略ナク、天下ノ大道ヲ潤歩
スルノ概ナクシテ、唯目前ノ小利害二屑々タルニアリ。而シテ
斯ル内閣ノミヲ現出セシ失過ハ、主トシテハ大権ノ運用ヲ軸翼
スル地位二在ル者ノ、忠誠ト識見ノ不足二、職由セズンバアラ
ズ。是レ古今ノ通患ナリ。國家柱石ノ臣ハ常二深慮猛察セザル
ベカラザルナリ。
